
     みやぎＮＰＯ情報ネットの再開発について 

 

１ 目的 

  県では，県内のＮＰＯ活動を促進するため，平成１３年４月に「みやぎＮＰＯ情報ネット」を開設

し，ＮＰＯ関連情報の発信を行ってきたが，機能や利便性等の面で課題が見られるようになってきて

いることから，ＮＰＯや県民等にとって更に利用しやすいシステムの構築（再開発）を行う。再開発

の内容を検討するにあたっては，ＮＰＯ関係者等から意見や助言等を聴取する。 

 

２ みやぎＮＰＯ情報ネット検討会 

（１）構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（２）検討会の開催状況 

   ①令和４年６月２０日 現システムについて，検討会の進め方について 

   ②令和４年７月 １日 みやぎＮＰＯ情報ネットの再開発の方向性について 
      ③令和４年７月１２日 みやぎＮＰＯ情報ネットの再開発に向けた意見等の整理について 

 

（３）検討会における意見の概要 

   別添資料のとおり 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

   令和４年９月  再開発（原案）の作成 

   令和４年 11月 令和５年度予算要求  

   令和５年５月  再開発案の作成 

   令和５年６月  開発事業者の選考，契約 

   令和６年２月  新システム公開・運用開始 

 

 

 

　オブザーバー （敬称略）

区分 氏名 所属団体・役職

み や ぎ Ｎ Ｐ Ｏ
情報ネット管理者 堀 川 晴 代 宮城県民間非営利活動プラザ　館長

み や ぎ Ｎ Ｐ Ｏ
情報ネット（現行）
構 築 ・ 保 守 業 者

石 澤 圭 太 株式会社サルブランコ　代表取締役

区分 氏名 所属団体・役職

学 識 経 験 者
企 業 関 係 者

五 十 嵐 絵 美
ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社東北支社
第二グループ　第二地域ソリューショングループ　主任

渡 邉 桂 子
特定非営利活動法人フレーム・ラボ　代表理事
【仙台市】

中 川 政 治
公益社団法人3.11みらいサポート　専務理事
【石巻市】

布 田 剛 特定非営利活動法人地星社　代表理事　【名取市】

阿 部 楓 大崎市市民活動サポートセンター　スタッフ

市 町 村 瀧 田 謙 一 郎 富谷市総務部市民協働課　課長補佐

Ｎ Ｐ Ｏ関 係者

（敬称略）

資料２ 



「みやぎＮＰＯ情報ネット」再開発の方向性 

 

みやぎＮＰＯ情報ネットは，みやぎＮＰＯプラザにおける「高度・専門サービス

機能」の一つとして，ＮＰＯ活動に資する各種情報の発信媒体として活用されてお

り，利用者ニーズにあった再開発を行い，ＮＰＯ活動の更なる促進を図るととも

に，県民や企業等のＮＰＯ活動に対する興味・関心の喚起及び利用者の利便性向上

を推進する。 

 

＜再開発の方向性＞  

１ パートナーシップの推進 

（１）ＮＰＯ同士や，ＮＰＯと県民，ＮＰＯと企業等の協働を進めるためのコンテ

ンツの充実を図る。 

（２）一般県民や企業等のＮＰＯ活動に対する興味・関心を高めるためのコンテン

ツの充実を図る。 

 

２ ユーザビリティの向上 

（１）利用者の視点に立ち，情報を整理するとともに分かり易く使いやすいサイト

構成とする。 

（２）スマートフォンやタブレット端末等の様々なデバイスで情報をスムーズに

取得できる仕組みを取り入れる。 

（３）様々な利用者を想定し，最適なウェブアクセシビリティを確保する。 

 

３ 業務効率化 

（１）ＮＰＯ等が直接データ入力等を行える仕組みを取り入れる。 

（２）簡単な操作で最適なコンテンツの作成，更新等の管理ができ，管理者の業務

負担を軽減する。 

 



「みやぎＮＰＯ情報ネット」の再開発の方向性

＜Ⅰ 機能性＞

№ 項目

1 1⃣ ＮＰＯと様々な主体の協働事例の紹介 ◇

2⃣

2  ＮＰＯに向けての発信になっている。 ① ◇

3 3⃣ 欲しいものいらないもの掲示板

② 4⃣ ◇

4 ③ 5⃣ 自治体のＮＰＯとの協働事業の紹介

④

⑤

➊  多様な主体に向けた情報発信とする。

➋ 「協働」や「パートナーシップ」のイメージが伝わる工夫が必要。

➌  マッチング支援のサイト管理者の関与は最小限とする。

❹  外部サービスの活用も検討する。

 

1 1⃣ グローバルナビゲーション ◇

2⃣ ページ内検索

2  階層が深い情報ほど探すのが難しい。 3⃣ サジェスト機能

3 ①

4 ②  グローバルナビゲーション設置

③  情報ページ（コンテンツ）内の検索機能の強化

5 ④  団体検索のキーワードの見直し

➊

➋  利用者にストレスを与えないようリンクの遷移先の工夫が必要。

ネットワー
ク機能

 各情報の検索機能が不足しているため，求めている情報に
たどり着くのが難しい。

 トップページにキーワード検索バーがないため，必要な情
報にたどり着くのが難しい。

 現状のサイトでは，サイト側と受け手の双方の連携が出来
ていない。Ｚｏｏｍなどを使用した双方向のやりとりにも対
応できないか。

 ＮＰＯ間，ＮＰＯと民間企業などの協働を促せるマッチングを支援する機能
やコンテンツ

 地域課題の解決に向けて，ＮＰＯや企業，行政，大学等の様々な主体が情報
交換や交流が出来るようなオンラインサロン機能

 企業，大学，市町村等の様々な主体によるＮＰＯとの協働事例や関連情報を
発信するコンテンツ

期待される効果

 多様な主体に向けた情報発信により，ＮＰＯ活
動に対する社会の関心が高まり，理解と参加が
促される。

 ヒト・カネ・モノ等の課題を抱えるＮＰＯの基
盤強化が図られる。

 多様な主体とのパートナーシップの確立が促進
される。

 専門的な技術・技能を持つボランティア（プロボノ）とＮＰＯ等のマッチン
グを支援する機能

再開発の方向性

　ＮＰＯどうしや，ＮＰＯと企業，行政,大学等の多様な主体とのパートナーシッ
プを促進する機能やコンテンツを強化する。

現状・課題 具体的な機能・コンテンツ等

 ＮＰＯや，そこに関連する方々，今後連携していきたい方
などの情報をそれぞれに掲載してはどうか。
 例）ＳＤＧｓ視点のＮＰＯと仕事したい。
　　 子ども達の遊び場としての提供。

プロボノ掲示板（ＮＰＯ側だけでなく，支援し
たい側の情報掲載等）

オンラインサロン（電子会議室,チャット相談
室，等）

 ＮＰＯプラザ（県）が情報を「発信するもの」，ＮＰＯが
「受け取るもの」という「一方通行」となっている。

 利用者が情報ネット内の情報をスムーズに引き
出せるようになる。

 ページからの離脱を少なくするための検索機能の精度を高める工夫が必要。

情報検索 　利用者が必要な情報に容易にたどり着けるように，検索機能を充実させるととも
に，階層を極力少なくする。

 求めている情報へ迷わずに，少ないクリックでたどりつけるようなページ構
成や階層

　また，トップページはカテゴリーごとのアイコンと検索バー等によるシンプルな
表示とし，階層を下げていくにつれて情報量を増やしていく構成とする。

 検索キーワードにより，直接情報ページに入ることも多い
ので，検索のサポート機能を充実させてほしい。

 内部リンクはタブ内遷移，外部リンクは新規タブ等，リン
クの遷移先を工夫してはどうか。

 各情報ページから前のページに戻れないため，ホームペー
ジからの離脱率が高くなる。

1

2

＜配慮すべき事項＞

 企業等の遊休物品の提供など，ＮＰＯに対する支援情報の発信や，そのマッ
チングを支援する機能

＜配慮すべき事項＞
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「みやぎＮＰＯ情報ネット」の再開発の方向性

＜Ⅰ 機能性＞

№ 項目 期待される効果再開発の方向性現状・課題 具体的な機能・コンテンツ等

1 　ホームページの更新作業を省力化して，業務の軽減・効率化を図る。 1⃣  ＮＰＯ等団体の登録 ◇  更新作業の省力化が図られる。

2⃣ ◇

2 ①

3⃣  情報公開前のチェック機能

②  団体等が直接入力する情報内容を公開前にチェックする機能 4⃣

➊

➋

➌

➍

➎

❻ 　現在行われているＮＰＯの情報掲載の方法への配慮も必要である。

1 一部スマホ対応がされていないページがある。 1⃣  スマホ自動変換機能 ◇  幅広い層への情報発信が可能となる。

◇  若年層への拡がりが期待される。

➊  スマホ対応を想定したページ構成や情報の内容・量。

 情報発信に積極的なＮＰＯ等の活動を後押しす
ることができる。

ＮＰＯからの情報発信は，掲載依頼を受けたＮＰＯプラザ担
当者がデータ入力している。

現在５人で運用。情報を集め，誤った情報を掲載しないよ
う，掲載までに日数・人手を要している。

 情報掲載を希望するＮＰＯ等が直接データ入力できるような機能
（ＩＤ・ＰＷの付与等）

＜配慮すべき事項＞

 ＩＤ・ＰＷ方式
（登録団体による情報入力等）

 情報の信頼性を高める仕組み
（団体の活動状況や情報公開度等の明示等）

3

4

 ＮＰＯ等に対して，情報の更新の働きかけとともに，情報公開・発信の重要
性やメリット等について示すことが必要。

 利用者にとって掲載する団体等の信頼性の確保が重要であるが，その発信方
法については慎重な検討が必要。
（明示等の基準や方法，表現，チェック方法，等）

　スマートフォンでも見れるようにする。スマート
フォン対応

＜配慮すべき事項＞

 ＮＰＯ等にＩＤ・ＰＷを付与する際の運用方法や利用方法等の規定を整備す
る必要がある。

 ＮＰＯ自身で入力するのはハードルが高い。更新頻度が落ち，活用されない
サイトになってしまう可能性がある。ＮＰＯに更新メリットを感じてもらう
仕掛けが必要である。

 ＮＰＯ等自身による情報入力は更新作業の省力化や情報の最新性等の利点が
ある一方で，情報の信頼性のチェック機能が必要。

業務フロー
の効率化
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「みやぎＮＰＯ情報ネット」の再開発の方向性

＜Ⅱ コンテンツ＞

№ 項目

ターゲット 1 1⃣ ◇

2⃣ ◇

 

➊  ＮＰＯプラザ機能（サービス内容等）との調整 3⃣

➋

➌

1 1⃣ ◇

2 ①  写真等を用いた団体紹介ページ 2⃣ ◇

3 ② 3⃣ ◇

4 ③ 4⃣  ＩＤ・ＰＷ方式 ◇  更新作業の省力化が図られる。

④  団体情報がアップされるとトップページに掲載される設定

⑤  最終更新日や更新頻度等の表示機能

⑥  イベント告知など，一定期間経過後の情報が自動で消去する機能

➊  情報の信頼性の確保には定期的なチェックが必要。

➋

➌

➍  類似サイトとの棲み分けや連携等の検討が必要。

1 1⃣  助成金情報（募集情報，活用術，等） ◇

2⃣  セミナー等のアーカイブ配信

2 ① 3⃣  会議室予約システム ◇

4⃣

3 ② ◇  寄附促進の仕組みづくりが図られる。

5⃣

4 ③

具体的な機能・コンテンツ等

 多様な主体に向けた情報発信により，ＮＰＯ活
動に対する社会の関心が高まり，理解と参加が
促される。

 多様な主体とのパートナーシップの確立が促進
される。

 ＮＰＯ検索機能
（地域，活動分野，エリア，…等）

 ＮＰＯ等の登録
（登録フォーマット）

 ＮＰＯの運営や活動のために必要な助成金情報等のコンテンツ（情報ペー
ジ）の充実

 ＮＰＯと制度が違う一社等の掲載については，利用者の信頼性確保のため，
条件等の整理が必要。

 ＮＰＯに対してメリットを示して更新を促す必要がある。
 （登録メリット例）
　　・更新情報のメール配信が受けられる
　　・自治体等への提出書類として代用できる

期待される効果

 ＮＰＯの設立についての情報はあるが，活動に役立つ情報
は他ページへのリンク集になっている。

 人口減少の今，１０人の同志を集めることからなかなか難
しい。ＮＰＯ法人以外の設立支援も必要である。

 一般法人の活動促進に関する情報が不足している。一般法
人も含めたＮＰＯ全体の底上げにつながる取組が必要であ
る。

 ＮＰＯ法人向けを主としつつ，県内ＮＰＯ全体の活動促進を図るという視点で，
独自の支援コンテンツの充実を図る。

 多様な主体に向けた情報発信により，ＮＰＯ活
動に対する社会の関心が高まり，理解と参加が
促される。

 多様な主体とのパートナーシップの確立が促進
される。

 多様な主体に向けた情報発信
（対象毎のタブ，条件検索等）

 多様な主体による情報発信
（対象毎の情報ページ等）

 ＮＰＯと様々な主体の協働事例の紹介

 ＮＰＯの団体紹介ページ
（文字＋写真等，活動内容，更新情報,等）

 助成金情報の詳細は，リンク先の助成元サイトに行かない
とわからない状態になっている。

 ＮＰＯプラザが実施する講演会やセミナー等のアーカイブ動画配信等による
情報発信

 ＮＰＯプラザから遠方のＮＰＯを支援するコンテンツ（情報ページ）の充実
（オンライン相談室やその予約申込み機能の充実，等）

現状・課題

 広義のＮＰＯ（一社など）の活動に資する情報・支援機能等について検討が
必要。

 情報が更新されず古い情報が掲載されたままになってお
り，更新の動機づけが必要である。

　ＮＰＯを主としつつ，多様な主体（行政・企業・大学・地縁組織・各種団体
等）による協働の地域づくりを促進するような機能やコンテンツの充実を図る。

＜配慮すべき事項＞

 既存のＮＰＯ活動を促進させるための各情報についてもニーズ等に合わせて
検討が必要。

 ＮＰＯに対する情報提供（制度の変更、助成金情報、イベ
ント情報等）や　，ＮＰＯの情報発信のサポート（イベント
告知、スタッフ・ボランティア募集等）など，ＮＰＯを対象
とした情報サイトという位置づけとなっている。

再開発の方向性

ＮＰＯの団
体情報

 オンラインサロン（電子会議室,チャット相談
室，等）

 イベント情報・各種募集情報
（地域ごと，絞り込み検索機能，等）

 情報発信に積極的なＮＰＯ等の活動を後押しす
ることができる。

　写真やイラスト，ＳＤＧｓ目標等を用いて，誰にとっても分かりやすい団体紹
介ページにする。また，更新日等を表記する。

 団体情報を登録している団体の活動状況や協働実績，情報の更新頻度などが
見る側に伝わるような機能

 検索条件の見直しや，登録情報のフォーマットに必須項目や検索に必要な
キーワードを設ける

＜配慮すべき事項＞

 存在が確認できない団体や，掲載されていないＮＰＯもあ
る。

 ＮＰＯ情報ネットの情報データベース自体が多くの人にあ
まり知られていない。

 文字情報のため，利用者にとってＮＰＯの活動内容や活動
状況が分かりにくい。

1

2

3  多様な主体によるＮＰＯ活動の促進が図られ
る。

 ＮＰＯプラザから遠方のＮＰＯに対する支援を
補完することができる。

ＮＰＯ活動
への支援

3



「みやぎＮＰＯ情報ネット」の再開発の方向性

＜Ⅱ コンテンツ＞

№ 項目 具体的な機能・コンテンツ等 期待される効果現状・課題 再開発の方向性

5 ④  イベント，募集情報を地域ごとに表示する機能 6⃣

⑤  過去のイベント情報や助成金等の情報を残せる機能

⑥ 7⃣

6  寄附に関する情報掲載がない

7  仙台以外の県内ＮＰＯの登録情報が少ない ⑦  寄附に関するコンテンツ（情報ページ） 8⃣  お役立ち情報（リンク集）

8

9 ➊

10 ➋  類似サイトとの棲み分けや連携等の検討が必要。

➌  コロナ禍における支援について検討が必要。

11 ➍  プラザの移転を見据えた機能の追加等。

1  新着情報がわかりにくい。
1⃣  新着情報 ◇

2  ＳＮＳ活用など，若者向けの情報発信が必要である。
2⃣  新着情報のプッシュ通知機能

①  更新や追加等の情報を新着情報として表示
3⃣  ＳＮＳとの連携

◇

②  新着情報を登録者等へ通知する機能

③  あらかじめ必要な情報を登録し，新着情報を自動で知らせる機能

➊  メーリングリスト等の個人情報の管理

ＮＰＯプラ
ザ利用

1
1⃣  ＮＰＯプラザのページ ◇

2⃣  会議室の空き状況

2

3 ➊  利用したことがない人，施設を見たことがない人等への配慮

 よくある相談をＱ＆Ａのような形で情報を残していき，知識・情報・ノウハ
ウ等をアーカイブとして残すコンテンツ

＜配慮すべき事項＞

 掲載情報（イベント情報，助成金情報，スタッフ・ボラン
ティア募集等）は，ある程度時間が経つと消去されている。

 ＮＰＯプラザで実施した講座や専門相談等の情報（ノウハ
ウや知識等に関する情報）はウェブには残らない。

 コロナで満足な活動が出来なかったＮＰＯへのサポートを
充実して欲しい。

 行ったことがない人には，どのような施設か伝わりにく
い。

 小規模なＮＰＯにとっては，助成金の申請書の書き方等の
手続方法や，活用事例の紹介，対象経費や事前着手等の助成
金活用のノウハウや注意点等の情報が必要である。

 仙台市中心部のＮＰＯに向けたＨＰの構成となっている。
仙台市以外のＮＰＯは欲しい情報が違う。県全体を考えた情
報発信が必要である。

 サイトの閲覧者数が増え，ＮＰＯ活動促進への
関心が高まる。

 ＮＰＯが必要とする情報を速やかに受け取るこ
とができる。

 自治体のＮＰＯ活動促進施策と直結するようなコンテンツ（情報ページ）に
ついて検討する。

 寄附に関する情報
（寄附文化の醸成，先進事例紹介，募集情報，
等）

 ＮＰＯ支援情報
（制度，手引き，Ｑ＆Ａ，等）

 ＮＰＯ等にとってプラザの利活用についてのイ
メージがしやすくなる。

5

4

3

＜配慮すべき事項＞

新着情報

 みやぎＮＰＯプラザの機能や活用の仕方の情報にたどり着
きにくい。

 ウェブ上で会議室等の予約（空き）情報の確認ができな
い。

　ＮＰＯプラザの施設概要や各種支援内容〈機能）等を分かりやすく紹介する。
また，ウェブ上で会議室等の空き情報が確認できるなど，利用者の利便性を向上
させる機能を強化する。

＜配慮すべき事項＞

ＮＰＯ活動
への支援

　更新や追加等の情報を新着情報として知らせる表示や，メールやＳＮＳ等によ
る登録者等への配信機能など，利用者を誘導する機能を強化する。

4



「みやぎＮＰＯ情報ネット」の再開発の方向性

＜Ⅲ デザイン性＞

№ 項目②

トップペー
ジ等

1  文字情報が多い。 1⃣ ◇

2

① 初めての人でも情報を見つけやすいシンプルなデザイン

3 ②

➊ 写真等を必須にすると掲載に至らない団体も出てくる可能性がある。

➋

➌  ウェブアクセシビリティへの配慮が必要である。

現状・課題 再開発の方向性 具体的な機能・コンテンツ等 期待される効果

全ての情報に写真等を掲載すると，相当な手間もかかり，逆に見づらくなる
ことも考えられる。

 トップページ
（タグ，アイコン，マウスオーバー，等）

 見やすく，わかりやすくすることで，利用者が
目的のページに迷うことなくたどり着けるよう
になる。

1

イベント情報、ボランティア募集情報など、文字のみで紹介
している。

文字情報で，開催地域や団体所在地域を判別するしかない。

　イラスト等を効果的に取り入れて，利用者にとって視覚的にも分かりやすいデ
ザインとする。

写真やイラスト等を用いて，初めての人がＮＰＯ活動をイメージしやすい
ページづくり

＜配慮すべき事項＞
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